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明 治 ３ １ 年 ( 1 8 9 8 ) 、 ま だ 尾 西 地 域 で 綿 織 物 業 が 全 盛 期 だ っ た 頃 、

片 岡 春 吉 は 津 島 で 初 め て 毛 織 物 業 を 起 こ し た 。 急 速 な 毛 織 物 需

要 も あ っ て 規 模 を 次 々 と 拡 大 。 一 方 で 片 岡 は 毛 織 物 業 発 展 の た

め 、 起 業 家 た ち へ 援 助 や 指 導 も 積 極 的 に 行 っ た 。 こ の た め 、 業 界

か ら は 「 毛 織 物 の 父 」 と 称 え ら れ る よ う に な る 。 大 正 ６ 年 ( 1 9 1 7 ) 、 片

岡 毛 織 を 中 心 と す る 毛 織 物 産 業 は 、 つ い に 尾 西 地 域 の 綿 布 生 産

額 を 逆 転 し 、 こ の 地 域 を 毛 織 物 王 国 と し て 知 ら し め る こ と と な っ

た 。 片 岡 春 吉 は 大 正 １ ２ 年 ( 1 9 2 3 ) に 没 し た が 、 津 島 の 毛 織 物 業 界

は 昭 和 ９ 年 ( 1 9 3 6 ) 、 彼 の 貢 献 と 遺 徳 を 讃 え る た め 天 王 川 公 園 に 銅

像 ・ 顕 彰 碑 を 建 立 し た 。

片 岡 春 吉 は 明 治 ５ 年 ( 1 8 7

2 ) 岐 阜 県 養 老 郡 多 良 村 で

生 ま れ る 。 尋 常 小 学 校 を 卒

業 す る と 手 織 機 の 部 品 ・ 竹 筬 つ く り の 奉 公 を 務 め た 縁 で 津

島 の 筬 職 人 と な っ た が 、 筬 の 将 来 性 に 疑 問 を 持 ち 、 織 物 業

に 挑 戦 し よ う と 明 治 ２ ９ 年 ( 1 8 9 6 )の 春 、 全 国 の 主 な 織 物 産 地

を 廻 わ る 。 東 京 モ ス リ ン 紡 織 株 式 会 社 を 訪 れ 、 そ こ で 初 め

て 毛 織 物 と い う 自 分 の 進 む べ き も の を 見 つ け 入 社 す る 。

２ 年 間 で モ ス リ ン 製 織 技 術 を 身 に つ け 津 島 に 戻 り 、 全 財

産 を 投 入 し 、 工 場 を 建 て る 。

持 ち 帰 っ た 手 織 機 を も と に モ ス リ ン 製 造 を 試 み る が う ま く

い か ず 、 セ ル （ 当 時 は 「 セ ル ヂ 」 ） に 挑 戦 す る 。

当 時 使 わ れ て い た 一 巾 (約 3 4 c m ) 織 機 よ り も 、

セ ル 地 製 織 に 都 合 の よ い 二 巾 織 機 を 作 り 上

げ 、 さ ら に 金 綜 絖 や 巻 取 り 機 、 テ ン プ ル を 開

発 し 、 つ い に 片 岡 式 織 機 を 創 り 上 げ る 。 織 物

の 色 彩 や 光 沢 な ど 、 品 質 を 良 く す る た め の 染

色 整 理 加 工 方 法 に つ い て も 創 意 工 夫 を こ ら し

て 、 輸 入 品 に 劣 ら な い 高 品 質 の 毛 織 物 を 作 る

研 究 に 没 頭 す る 。 明 治 ３ ４ 年 、 片 岡 は 成 果 で

あ る 毛 織 物 の 「 特 製 小 中 柄 着 尺 本 セ ル 」 を 第

５ 回 愛 知 県 品 評 会 に 出 品 、 銅 賞 牌 を 受 け る 。

セ ル の 製 織 は 脚 光 を 浴 び 、 日 露 戦 争 の 軍 用

服 地 の 需 要 に 応 じ て 、 生 産 量 さ ら に 増 大 。 明

治 ３ ９ 年 、 片 岡 は イ ギ リ ス と ド イ ツ に 全 資 本 を

使 っ て 四 巾 動 力 織 機 を 注 文 し 、 組 み 立 て る 。

以 後 、 片 岡 の 工 場 で 、 縞 セ ル の 大 量 生 産 が 始

ま り 、 国 内 の み な ら ず 海 外 に も 輸 出 さ れ る よ う

に な っ た 。 (黒 田 ・ 浅 井 著 「 津 島 人 物 伝 」 よ り )

左 の 写 真 は 明 治 ４ ２ 年 に 稼 働 し た 新 式 の ド

イ ツ 製 四 巾 動 力 織 機 、 中 央 左 に 立 っ て い る 人

物 が 片 岡 春 吉 と 思 わ れ る 。

大正期の片岡毛織工場 出典：『片岡毛織 90年史』

天王寺公園に建つ片岡春吉銅像

(昭和 11 年 6 月建立、昭和 28 年 5 月再建)

東海の綿織物・毛織物と産業遺産 Ⅲ 毛紡績・毛織物(７)

本セルヂ（セル）の縞帖 (写真：片岡毛織)

明治42頃の片岡毛織工場内部 出典：『歴史写真集 津島』


